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1．は じ め に
当病理検査室では，従来体腔液の細胞診断に際
し，パパニコロー染色とギムザ染色，PAS 染色，


































れ，ホルマリン 3 ml を加え混和する．
②室温で 3時間以上固定後，3000 rpm 5分，遠心
分離を行う．（図 1−a）
③上清を捨て，沈渣に 1％アルギン酸 Na を 0.5
～1 ml 加え，混和する．
④遠心分離を行い，上清を捨てる．




真下 照子 井上 慶一 北野 宏
丹治 義明
京都第二赤十字病院 病理診断科


























































に 10 mm 程度の占拠性病変を認め，腹部造影 CT
を施行．右肺胸水と右肺 S 1 に占拠性病変を認
め，癌性胸膜炎疑いのため，右胸水細胞診断が行









中皮細胞 Calretinin, D2−40, Cytokeratin 5/6



































細胞型 B 細胞性リンパ腫と診断された（図 5−c,
a b
c d
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